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今
回
の
演
題
は
「
義
烈
両
公
と
京
都
」
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
京
都
と
い
う
表
現
は
、
江
戸
の

幕
府
に
対
し
て
京
都
の
朝
廷
と
い
う
意
味
で
あ
り
ま
す
。

　
実
は
今
年
（
平
成
十
二
年
）
の
三
月
、
水
戸
史
学
会
の
機
関
誌
に
執
筆
し
た
論
文
な
ど
を
ま
と

め
て
出
版
し
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
表
題
を
『
水
戸
義
公
と
京
都
』
と
い
た
し
ま
し
た
。
主

な
内
容
は
義
公
と
朝
廷
と
の
関
係
で
あ
り
ま
し
た
が
、
あ
え
て
京
都
と
し
た
の
は
、
朝
廷
と
い
う

言
葉
を
遠
慮
し
ま
し
て
、
京
都
と
い
う
言
葉
で
置
き
換
え
た
次
第
で
あ
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
訳
で
あ
り
ま
し
て
、
今
回
の
演
題
も
京
都
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
お
り
ま
す
が
、

内
容
は
朝
廷
と
の
関
係
と
い
う
内
容
で
話
を
進
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
一
　
京
都
と
の
関
係
（
人
的
関
係
）

(1)
　
水
戸
家
と
京
都

　
初
め
に
水
戸
家
の
系
図
の
中
か
ら
、
朝
廷
や
公
家
に
関
す
る
と
こ
ろ
を
拾
い
出
し
て
見
ま
す

と
、
次
の
よ
う
に
大
変
関
係
が
深
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

○
二
代
光
圀
（
義
公
）
の
夫
人
・
近
衛
信
尋
女
（
尋
子
・
泰
姫
）
、

○
三
代
綱
條
の
夫
人
・
今
出
川
公
規
女
（
季
君
）
、
　
○
支
流
（
常
陸
府
中
）
松
平
頼
明
の
夫
　

人
・
綱
條

　
養
女
・
（
今
出
川
公
規
女
・
益
姫
）
、

○
五
代
宗
翰
の
夫
人
・
一
条
兼
香
女
（
絢
姫
）
、
○
宗
翰
女
（
嘉
君
）
・
二
条
治
孝
夫
人
、
○
　

宗
翰
女
（
国
君
）
・
今
出
川
実
種
夫
人
、

○
六
代
治
保
の
夫
人
・
一
条
道
香
女
（
八
代
君
）
、

○
七
代
治
紀
女
（
偉
姫
・
順
君
）
・
二
条
齊
信
夫
人
、
○
治
紀
女
（
鄰
君
）
・
鷹
司
政
通
夫
人

（
烈
公
姉
）

○
九
代
齊
昭
の
夫
人
・
有
栖
川
宮
織
仁
親
王
女
（
登
美
宮
吉
子
）
（
夫
人
の
兄
・
智
恩
院
尊
超
　

法
親
王
）
、

　
齊
昭
女
（
茂
姫
・
貞
子
）
・
有
栖
川
宮
熾
仁
親
王
妃
、

○
十
代
慶
篤
の
夫
人
・
有
栖
川
宮
幟
仁
親
王
女
（
線
宮
・
幟
子
女
王
）
、

○
十
一
代
昭
武
の
夫
人
・
中
院
通
富
女
（
瑛
子
）

(2)
　
参
考
〔
将
軍
家
〕

　
次
に
参
考
ま
で
に
徳
川
将
軍
家
の
場
合
を
見
て
参
り
ま
す
と
次
の
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。



○
三
代
将
軍
家
光
の
夫
人
・
鷹
司
信
房
女
（
孝
子
）
、

○
四
代
家
嗣
の
夫
人
・
伏
見
宮
貞
清
親
王
女
（
顕
子
）
、

○
五
代
綱
吉
の
夫
人
・
鷹
司
房
輔
女
（
信
子
）
、

○
六
代
家
宣
の
夫
人
・
近
衛
基
煕
女
（
煕
子
）
、

○
七
代
家
継
の
夫
人
・
霊
元
天
皇
皇
女
（
吉
子
）
、

○
八
代
吉
宗
の
夫
人
・
伏
見
宮
貞
致
親
王
女
（
理
子
）
、

○
九
代
家
重
の
夫
人
・
伏
見
宮
邦
永
親
王
女
（
増
子
）
、

○
十
代
家
治
の
夫
人
・
閑
院
宮
直
仁
親
王
女
（
倫
子
）
、

○
十
一
代
家
斉
の
夫
人
・
近
衛
経
煕
の
養
女
、
（
島
津
重
豪
女
・
茂
子
）
、

○
十
二
代
家
慶
の
夫
人
・
有
栖
川
職
仁
親
王
女
（
喬
子
）
、

○
十
三
代
家
定
の
前
夫
人
・
鷹
司
政
煕
女
（
任
子
）
、
△
後
夫
人
・
一
条
忠
良
女
（
秀
子
）
、

○
十
四
代
家
茂
の
夫
人
・
仁
孝
天
皇
皇
女
（
親
子
・
和
宮
）
、

○
十
五
代
慶
喜
の
夫
人
・
菊
亭
公
久
女
（
美
賀
子
・
一
条
忠
香
養
女
）

　
　
二
　
義
公
と
京
都

(1)
　
後
西
上
皇
と
義
公
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光
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仁
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天
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こ
の
皇
室
系
図
に
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
後
西
上
皇
は
後
水
尾
天
皇
の
皇
子
で
あ
り
ま
し
て
、
承

応
三
年
（
一
六
五
四
）
に
、
後
光
明
天
皇
の
後
を
継
い
で
即
位
さ
れ
、
寛
文
三
年
（
一
六
六
三
）

に
霊
元
天
皇
に
譲
位
し
て
上
皇
と
な
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
御
譲
位
の
際
に
、
朝
廷
内
部
の
事
情
や

幕
府
な
ど
の
介
入
が
あ
り
、
幾
分
御
不
満
が
あ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
事
情
を
拝
察
し
て
、

義
公
は
密
か
に
ご
同
情
申
し
上
げ
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
後
西
上
皇
と
の
内
々
の
交
流
が

始
ま
り
ま
す
。
そ
の
事
例
を
こ
れ
か
ら
い
く
つ
か
申
し
上
げ
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
事
は
、
『
桃
源



遺
事
』
や
『
水
戸
紀
年
』
な
ど
い
く
つ
か
の
水
戸
藩
の
文
献
に
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
な
お
今
回
出
版
い
た
し
ま
し
た
『
水
戸
光
圀
と
京
都
』
の
中
で
も
「
朝
廷
の
復
興
と
義
公
」

で
論
証
し
て
お
き
ま
し
た
の
で
参
照
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
①
　
雪
朝
遠
望
の
勅
題
に
応
じ
て
詩
を
呈
上

　
延
宝
三
年
（
一
六
七
五
）
正
月
、
義
公
は
上
皇
の
勅
題
に
応
じ
て
、
律
詩
三
首
を
賦
し
て
、
天

竜
寺
の
僧
虎
林
に
寄
せ
て
奉
り
ま
す
。
そ
の
間
の
事
情
に
つ
い
て
は
、
『
大
日
本
史
編
纂
記
録
』

（
第
百
九
十
四
）
に
よ
り
ま
す
と
、
次
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

　
あ
る
日
、
後
西
上
皇
の
御
前
に
お
い
て
侍
臣
と
談
論
し
て
い
る
時
、
今
の
代
で
誰
が
文
献
（
文

学
等
）
の
盛
ん
な
る
者
か
と
問
わ
れ
ま
し
た
が
、
侍
臣
は
皆
義
公
を
以
っ
て
推
称
い
た
し
ま
し

た
。
上
皇
は
義
公
の
政
績
に
つ
い
て
は
聞
い
て
い
る
が
、
そ
の
撰
文
は
見
て
い
な
い
と
の
事
で

あ
っ
た
の
で
、
聖
護
門
主
二
品
親
王
が
題
を
命
じ
て
詩
を
賦
さ
し
め
る
こ
と
を
請
う
た
と
こ
ろ
、

上
皇
は
宸
筆
を
も
っ
て
「
雪
朝
遠
望
」
の
四
字
を
書
し
て
、
作
進
を
命
じ
ら
れ
た
と
い
う
の
で
あ

り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
光
栄
に
感
激
し
た
義
公
は
自
ら
「
勅
題
　
雪
朝
遠

望
」
と
雅
印
に
刻
し
て
生
涯
使
用
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま

す
。
こ
の
印
章
を
下
に
示
し
て
お
き
ま
し
た
の
で
ご
覧
下
さ
い
。

　
　
②
　
扶
桑
拾
葉
集
の
献
上

　
延
宝
八
年
（
一
六
八
〇
）
四
月
、
義
公
は
扶
桑
拾
葉
集
を
献
上
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
集
は
皇

威
盛
ん
な
る
往
古
の
姿
を
憧
憬
し
、
そ
の
純
一
な
る
も
の
を
求
め
よ
う
と
し
て
、
古
今
の
和
文
三

百
余
編
、
三
十
巻
に
収
め
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
『
扶
桑
拾
葉
集
』
の
題
名
は
、
上
皇
よ
り
賜
っ

た
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
上
皇
の
叡
慮
を
伝
え
る
女
房
奉
書
も
伝
達
さ
れ
「
よ
く
そ
お
も
ひ
よ
ら

れ
候
て
あ
つ
め
参
れ
候
事
ゑ
い
か
ん
あ
さ
か
ら
す
わ
た
ら
せ
お
は
せ
し
ま
し
候
」
と
の
褒
詞
を
賜

り
ま
し
た
。

　
　
③
　
勅
に
応
じ
て
詩
歌
を
献
上

　
天
和
元
年
（
一
六
八
一
）
、
中
院
通
茂
が
後
西
上
皇
の
勅
を
伝
へ
、
義
公
は
こ
れ
に
応
じ
て
、

詩
五
十
首
和
歌
三
十
首
を
作
進
し
ま
し
た
。

　
　
④
　
香
合
の
下
賜

　
貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）
三
月
六
日
、
平
松
中
納
言
時
康
が
上
皇
の
使
者
と
し
て
江
戸
に
下
向

し
た
時
、
義
公
に
宸
翰
と
共
に
勅
製
の
「
新
枕
」
の
香
合
を
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。
日
頃
の
義
公
の

忠
勤
に
対
す
る
上
皇
の
叡
感
を
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
叡
旨
の
内
容
は
「
水
戸
宰

相
（
義
公
）
多
年
心
入
れ
の
程
、
叡
感
浅
か
ら
ず
候
、
遠
慮
も
こ
れ
有
る
故
、
表
向
き
よ
り
は
勅

仰
も
こ
れ
な
く
候
」
と
あ
り
、
幕
府
に
遠
慮
し
て
内
々
に
託
し
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
ま

す
。

勅
題
　
雪

朝

遠

望



　
　
⑤
　
礼
儀
類
典
編
纂
の
勅
諚

　
天
和
二
年
（
一
六
八
二
）
、
上
皇
よ
り
勅
諚
が
下
り
、
義
公
は
朝
廷
の
御
用
に
役
立
つ
な
ら
ば

と
、
諸
事
一
切
を
投
げ
打
っ
て
編
纂
に
と
り
か
か
り
ま
し
た
。

　
『
礼
儀
類
典
』
は
大
日
本
史
と
並
ぶ
義
公
の
一
大
事
業
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

類
典
は
朝
廷
の
恒
例
・
臨
時
の
儀
式
典
礼
を
古
記
録
・
日
記
な
ど
よ
り
採
録
し
て
部
類
記
と
し
て

編
纂
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
義
公
は
新
た
に
彰
考
館
別
館
を
設
け
、
幕
府
の
干
渉
を
避
け
る
た

め
、
厳
秘
の
中
に
事
業
を
進
め
、
細
部
に
及
び
自
ら
指
示
い
た
し
ま
し
た
。

　
そ
の
間
、
後
西
上
皇
が
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
に
崩
御
さ
れ
、
霊
元
天
皇
が
同
四
年
（
一
六

八
七
）
に
東
山
天
皇
に
譲
位
さ
れ
ま
し
た
。

　
貞
享
四
年
（
一
六
八
四
）
十
二
月
に
草
稿
十
五
巻
、
凡
例
書
一
巻
を
霊
元
上
皇
に
奏
覧
す
る
と

と
も
に
、
そ
の
添
削
を
お
願
い
を
し
た
り
し
て
編
集
を
進
め
ま
し
た
。
し
か
し
、
義
公
の
生
前
に

は
完
成
を
見
ず
、
薨
去
後
の
宝
永
七
年
（
一
七
一
〇
）
八
月
、
幕
命
に
よ
り
粛
公
（
綱
條
）
は
清

書
し
て
幕
府
に
献
上
し
、
幕
府
か
ら
上
皇
に
献
上
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
書
は
大
嘗
祭
等

の
朝
廷
の
儀
式
再
興
の
た
め
に
大
い
に
参
考
と
な
っ
た
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
　
⑥
　
鳳
足
硯
銘
の
作
進

　
天
和
二
年
秋
、
後
西
上
皇
の
勅
命
が
下
り
、
義
公
は
十
二
月
に
硯
銘

并
び
に
序
を
作
っ
て
呈
上
し
ま
し
た
。
翌
年
二
月
に
な
っ
て
、
上
皇
よ

り
嘉
賞
の
宸
翰
を
賜
り
ま
し
た
が
、
義
公
は
宸
翰
の
一
文
「
武
を
そ
な

へ
文
を
か
ね
て
絶
代
の
名
士
な
り
」
を
喜
び
、
「
勅
賜
　
備
武
兼
文
　

絶
代
名
士
」
を
雅
印
の
関
防
と
し
て
終
生
用
い
ら
れ
た
と
の
こ
と
で
あ

り
ま
す
。
下
に
印
章
の
印
影
を
載
せ
て
お
き
ま
し
た
の
で
ご
覧
願
い
ま

す
。

　
鳳
足
硯
は
後
西
上
皇
の
父
帝
後
水
尾
天
皇
の
御
愛
用
の
も
の
で
あ

り
、

父
帝
の
朝
儀
復
興
の
遺
志
を
継
い
で
、
そ
の
悲
願
を
義
公
に
託
そ
う
と

す
る
お
心
の
表
れ
と
思
は
れ
ま
す
。

　
そ
の
悲
願
と
は
、
後
水
尾
天
皇
が
書
か
れ
た
『
当
時
年
中
行
事
』
に

御
禊
大
嘗
会
其
の
外
の
諸
公
事
も
次
第
に
絶
え
て
今
は
あ
と
も
な
き
が
如
く
に
な
れ
ば
再
興

す
る
に
た
よ
り
な
し
、
何
事
も
見
る
が
う
ち
に
か
は
り
行
く
末
の
世
な
れ
ば

と
歎
か
れ
る
と
と
も
に
、
大
嘗
祭
な
ど
の
朝
儀
の
再
興
を
強
く
ご
希
望
に
な
っ
て
お
ら
れ
ま
し

た
。

　
『
当
時
年
中
行
事
』
の
こ
の
序
文
は
、
義
公
の
編
集
し
た
『
続
扶
桑
拾
葉
集
』
と
、
烈
公
の
編

集
し
た
『
八
洲
文
藻
』
に
も
収
録
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

義
公
印
章

　
備
武
兼
文

　
勅
賜

　
絶
代
名
士

備
武
兼
文

絶
代
名
士

勅
賜



　
　
⑦
　
立
坊
立
后
儀
節
の
呈
上

　
天
和
二
年
十
二
月
、
参
議
平
時
成
が
、
後
西
上
皇
の
勅
を
伝
へ
て
、
立
坊
立
后
の
部
類
記
の
作

進
を
命
じ
ら
れ
ま
し
た
。
義
公
は
早
速
に
家
蔵
の
『
玉
海
』
（
玉
葉
と
も
云
い
、
関
白
九
条
兼
実

の
日
記
）
と
『
台
記
』
（
左
大
臣
藤
原
頼
長
の
日
記
）
よ
り
抄
出
し
て
、
翌
三
年
正
月
に
呈
上

し
、
直
ち
に
上
皇
の
叡
覧
に
備
え
ら
れ
ま
し
た
。
上
皇
は
女
房
奉
書
を
認
め
ら
れ
、
「
ゑ
い
か
ん

あ
さ
か
ら
ず
、
わ
た
ら
せ
お
は
せ
し
ま
し
候
」
と
述
べ
ら
れ
て
、
「
事
の
外
御
機
嫌
の
御
事
」
と

満
足
に
思
わ
れ
た
こ
と
を
伝
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
ご
奉
仕
に
よ
り
、
朝
廷
に
お
い
て
は
約
三
百
年
間
断
絶
し
て
い
た
立
太
子
式
を
再
興

す
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
り
ま
し
た
。

　
『
霊
元
天
皇
御
集
』
に
、
天
和
三
年
二
月
九
日
、
第
五
宮
朝
仁
親
王
の
立
太
子
式
が
再
興
さ
れ

た
こ
と
を
記
し
て
、

二
月
九
日
、
中
絶
の
立
房
（
坊
）
の
事
、
此
た
ひ
御
沙
汰
有
し
に
、
節
会
の
儀
式
よ
り
は
じ

め
、
こ
と
の
さ
は
り
な
く
、
と
け
お
こ
な
は
れ
ぬ
る
事
を

　
　
時
し
あ
り
て
絶
た
る
を
つ
く
此
春
の
　
我
う
れ
し
さ
は
身
に
あ
ま
り
ぬ
る

と
お
喜
び
を
表
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
第
五
宮
朝
仁
親
王
が
後
の
東
山
天
皇
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

同
年
二
月
十
四
日
に
は
、
立
后
の
片
節
会
が
行
は
れ
、
女
御
藤
原
房
子
が
中
宮
と
な
り
ま
し
た
。

　
上
皇
の
御
製
に
あ
る
「
絶
た
る
を
つ
く
」
と
い
う
志
を
、
義
公
は
「
興
廃
継
絶
」
と
し
て
生
涯

の
至
願
と
し
て
ご
奉
仕
し
た
の
で
あ
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
、
東
山
天
皇
の
即
位
に
際
し
て
、
二
百
二
十
一
年
振
り
に
大

嘗
祭
が
再
興
さ
れ
ま
し
た
。
義
公
の
編
纂
し
た
『
礼
儀
類
典
』
は
、
未
完
成
で
あ
り
ま
し
た
の

で
、
直
接
的
に
こ
の
再
興
に
役
立
っ
た
か
は
疑
問
で
あ
り
ま
す
が
、
霊
元
上
皇
は
、
後
水
尾
天
皇

の
ご
意
志
を
継
い
で
朝
儀
を
相
次
い
で
再
興
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
し
た
。

　
　
⑧
　
勅
使
へ
の
礼
式
を
改
正

　
義
公
が
藩
主
と
な
っ
た
翌
年
の
寛
文
二
年
（
一
六
六
二
）
四
月
、
後
西
天
皇
の
勅
使
が
江
戸
へ

下
向
の
際
、
水
戸
藩
小
石
川
邸
へ
も
来
ら
れ
、
天
皇
の
賀
詞
と
太
刀
を
下
賜
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

義
公
は
こ
れ
ま
で
の
御
三
家
の
例
格
を
用
い
ら
れ
ず
、
恭
し
く
勅
使
を
玄
関
の
階
下
に
迎
え
、
導

い
て
正
堂
に
至
り
、
次
室
に
退
い
て
勅
旨
を
承
り
、
謹
ん
で
天
機
（
天
皇
の
ご
機
嫌
）
を
伺
い
、

そ
の
帰
る
時
に
は
又
階
下
に
送
り
、
自
ら
勅
使
の
後
に
つ
い
て
随
い
、
そ
の
旅
館
に
至
り
、
玄
関

の
下
敷
き
に
手
を
付
い
て
拝
謝
し
た
の
で
あ
り
ま
し
た
。

此
の
段
は
、
大
義
に
候
間
、
御
身
は
向
後
定
格
を
御
敗
り
候
と
て
も
毎
度
御
礼
に
御
越
し
成

さ
る
べ
し
と
て
、
毎
年
勅
使
の
旅
館
へ
御
越
遊
ば
さ
れ
候
（
義
公
遺
事
）

　
以
後
こ
れ
を
水
戸
家
の
定
例
と
し
ま
し
た
。
尾
張
・
紀
伊
両
家
で
は
、
家
老
を
使
い
と
し
て
謝

辞
す
る
だ
け
で
あ
り
ま
し
た
が
、
義
公
が
勅
使
に
敬
礼
を
尽
く
す
の
を
見
ま
し
て
、
関
東
の
武
人



は
始
め
て
朝
廷
の
尊
い
こ
と
を
知
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　
　
⑨
　
元
旦
に
庭
に
降
り
て
京
都
を
遥
拝

　
義
公
は
毎
年
正
月
元
旦
の
払
暁
、
沐
浴
し
て
烏
帽
子
・
直
垂
の
正
装
に
身
を
包
ん
で
、
庭
に
降

り
て
西
に
向
か
っ
て
、
京
都
を
遥
拝
し
、
次
に
家
廟
を
拝
し
、
そ
の
後
、
登
営
す
る
を
例
と
し
て

お
り
ま
し
た
。
遥
拝
の
こ
と
は
引
退
の
後
も
西
山
荘
で
も
行
っ
て
お
り
、
そ
れ
以
後
は
水
戸
家
の

定
例
と
し
て
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
　
三
　
神
武
天
皇
御
陵
修
復
と
諡
号
の
再
興

　
神
武
天
皇
の
御
陵
に
つ
い
て
は
、
長
年
の
間
に
所
在
さ
え
も
あ
い
ま
い
と
な
り
、
御
陵
の
修
復

が
困
難
な
事
態
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
早
く
か
ら
神
武
天
皇
の
建
国
の
大

事
業
に
深
い
関
心
を
抱
い
た
の
は
、
義
公
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
わ

が
皇
室
の
先
祖
が
呉
の
太
伯
で
あ
る
と
す
る
林
羅
山
や
子
の
鵞
峯
な
ど
林
家
の
歴
史
観
に
対
す
る

批
判
か
ら
で
あ
り
ま
し
た
。

　
大
日
本
史
の
編
纂
を
通
し
て
、
わ
が
国
の
建
国
の
始
祖
は
神
武
天
皇
で
あ
る
と
の
認
識
は
当
然

の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
か
ら
、
義
公
は
こ
の
太
伯
説
を
厳
し
く
批
判
し
た
の
で
あ
り
ま
し
た
。

(1)
　
義
公
の
修
陵
推
進
の
事
跡

　
　
①
　
森
尚
謙
の
畝
傍
修
陵
の
封
事
に
擬
す
る
書

　
元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）
に
至
っ
て
、
義
公
は
家
臣
の
森
儼
塾
（
尚
謙
）
に
、
神
武
天
皇
の
御

陵
の
修
復
を
建
議
す
る
上
表
文
を
起
草
さ
せ
ま
し
た
。

　
恭
し
く
惟
み
る
に
吾
が
朝
は
天
孫
の
正
統
、
神
武
よ
り
今
上
に
至
る
一
百
十
四
世
、
二
千

三
百
五
十
余
年
な
り
、
皇
胤
相
ひ
継
ぎ
、
宝
祚
永
く
保
つ
、
功
徳
三
五
に
過
ぐ
と
い
ふ
べ

し
、
恨
む
所
は
綿

の
間
、
陵
墓
或
ひ
は
其
の
地
を
失
ひ
、
旧
史
の
録
す
る
所
、
推
求
し
難

き
な
り
、
吾
が
朝
、
古
の
先
哲
王
、
邦
に
大
事
有
れ
ば
、
必
ず
祖
考
に
告
ぐ
、
山
陵
之
れ
に

事
へ
る
こ
と
生
け
る
が
如
し
、
之
を
祭
る
こ
と
在
す
が
如
し
、
・
・
・
世
人
、
神
祖
天
照
大

神
を
拝
す
る
こ
と
を
知
り
、
而
し
て
帝
祖
神
武
天
皇
を
拝
す
る
こ
と
を
知
ら
ず
、
近
世
の
陵

墓
を
敬
す
る
こ
と
を
知
り
て
、
先
皇
の
山
陵
を
敬
す
る
こ
と
を
知
ら
ず
、
そ
れ
継
絶
興
廃

は
、
聖
賢
の
褒
む
る
所
な
り
、
伏
し
て
望
む
ら
く
は
、
太
祖
を
追
尊
し
て
、
其
の
祭
る
所
を

祭
り
、
諸
陵
を
追
求
し
て
、
其
の
修
む
べ
き
を
修
め
、
孝
を
万
世
に
示
し
て
、
本
に
報
ず
る

の
道
を
知
ら
し
め
、
教
え
を
不
朽
に
垂
れ
て
、
追
遠
の
誠
を
致
さ
ん
こ
と
を

　
と
こ
ろ
が
、
こ
の
起
草
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
な
っ
た
の
か
は
分
か
っ
て
お
り
ま

せ
ん
。

　
そ
の
後
、
元
禄
八
年
に
は
、
野
々
宮
定
基
が
神
武
天
皇
を
拝
し
て
山
陵
の
興
廃
を
慨
嘆
し
、
神



武
・
天
智
・
桓
武
三
天
皇
の
御
陵
を
復
興
し
よ
う
と
す
る
念
願
を
述
べ
、
ま
た
同
年
松
下
見
林
が

『
前
王
廟
陵
記
』
を
著
し
て
御
陵
の
調
査
を
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
元
禄
十
年
に
は
将
軍
綱
吉
に

よ
っ
て
粗
末
で
は
あ
る
が
、
諸
陵
の
修
復
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
事
と
、
義
公
の
事
跡
と

の
関
係
に
つ
い
て
は
大
変
興
味
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
は
っ
き
り
は
し
て
お
り
ま
せ

ん
。

(2)
　
烈
公
の
修
陵
推
進
の
事
跡

　
烈
公
は
「
少
壮
の
時
よ
り
義
公
の
遺
志
を
継
ぎ
修
陵
を
希
図
す
る
こ
と
尤
も
切
な
り
」
（
烈
公

行
実
）
と
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
朝
廷
へ
の
御
奉
仕
に
お
い
て
も
、
義
公
同
様
に
謹
ん
で
御
仕
え
し

た
の
で
あ
り
ま
し
た
。
烈
公
の
修
陵
推
進
の
事
跡
に
つ
い
て
触
れ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
①
　
吉
田
神
社
の
境
内
に
神
武
天
皇
の
社
殿
を
建
設
す
る
こ
と
を
提
案

　
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
、
烈
公
は
、
会
沢
安
（
正
志
齋
）
に
「
幼
年
の
節
よ
り
神
国
の
道
好

候
は
安
も
承
知
の
通
に
こ
れ
有
り
」
と
し
て
、
水
戸
の
吉
田
神
社
の
境
内
に
神
武
天
皇
の
社
殿
を

建
設
す
る
こ
と
を
提
議
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
ま
し
て
、
正
志
齋
か
ら
は
、
「
諸
侯
の
天

子
を
祀
る
は
非
礼
な
り
」
と
の
返
答
に
よ
り
沙
汰
止
み
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
　
②
　
修
陵
の
こ
と
を
幕
府
に
建
議

　
天
保
五
年
、
そ
こ
で
烈
公
は
、
修
陵
の
こ
と
を
幕
府
に
建
議
し
よ
う
と
し
て
通
事
藤
田
東
湖
と

内
議
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
対
す
る
藤
田
東
湖
の
立
案
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

一
　
修
陵
の
こ
と
は
、
天
皇
の
叡
慮
よ
り
の
発
議
が
第
一
で
あ
る
こ
と

二
　
そ
れ
が
出
来
な
け
れ
ば
幕
府
よ
り
天
朝
へ
御
願
の
上
実
行
し
、
そ
の
費
用
は
全
国
の
大
名

へ
課
役
を
命
令
し
て
徴
収
す
る
こ
と

三
　
幕
府
が
そ
れ
を
実
行
し
な
い
場
合
に
は
、
御
至
誠
を
も
っ
て
幕
府
へ
建
議
し
、
幕
府
に
代

わ
っ
て
水
戸
家
に
て
創
建
し
、
将
軍
家
の
御
武
運
長
久
を
祈
る
た
め
と
提
案
し
て
は
如
何
か

　
そ
の
よ
う
な
協
議
を
経
て
、
天
保
五
年
九
月
十
三
日
、
烈
公
は
、
老
中
大
久
保
忠
真
・
青
山
忠

祐
へ
修
陵
の
建
議
を
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
趣
旨
は
、
東
湖
と
の
内
議
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
ま

し
た
。

一
　
天
朝
を
御
尊
敬
の
故
、
幕
府
が
御
武
運
長
久
に
て
二
百
余
年
の
太
平
を
致
し
た
こ
と

二
　
神
武
天
皇
は
人
皇
第
一
の
太
祖
に
し
て
、
源
平
そ
の
外
皆
親
王
諸
王
よ
り
出
て
い
る
こ
と

三
　
天
保
五
年
ま
で
は
二
千
四
百
九
十
四
年
、
来
る
子
年
（
天
保
十
一
年
・
一
八
四
〇
）
に
建

国
二
千
五
百
年
に
な
る
こ
と

四
　
幕
府
で
不
都
合
で
あ
る
な
ら
ば
、
修
陵
の
御
用
を
水
戸
家
に
申
し
付
け
ら
れ
た
い
、
当
家

は
日
本
史
の
編
集
を
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
関
は
り
も
深
い
こ
と
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
同
年
九
月
二
十
六
日
、
老
中
大
久
保
忠
真
か
ら
返
書
が
あ
り
、
内
容
は
御
陵

修
復
の
こ
と
は
先
例
故
実
な
ど
類
例
捜
索
の
上
で
な
け
れ
ば
、
そ
の
可
否
は
決
し
が
た
し
、
と
し



て
内
議
の
書
を
返
却
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
同
年
十
一
月
十
七
日
、
烈
公
は
更
に
老
中
大
久
保
忠
真
へ
修
陵
を
再
建
議
い

た
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
十
二
月
十
九
日
、
忠
真
の
回
答
で
は
、
こ
の
件
に
つ
い
て
賛
同
の

意
を
表
さ
な
か
っ
た
た
め
、
遂
に
烈
公
な
お
強
い
て
将
軍
に
建
白
す
る
も
益
な
し
と
し
て
、
し
ば

ら
く
時
期
を
待
つ
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　
　
③
　
水
戸
家
よ
る
修
陵
を
計
画

　
幕
府
へ
の
建
白
を
も
っ
て
実
現
し
よ
う
と
し
た
計
画
も
、
一
時
頓
挫
し
た
た
め
、
今
度
は
、
水

戸
家
の
自
力
を
も
っ
て
修
陵
を
実
行
し
、
そ
の
費
用
も
含
め
一
切
を
負
担
す
る
準
備
を
行
う
こ
と

を
東
湖
と
評
議
し
ま
し
た
。
烈
公
は
自
ら
図
面
を
作
成
し
、
そ
の
費
用
の
見
積
も
り
を
計
算
さ

せ
、
そ
し
て
曰
く
「
神
武
天
皇
の
山
陵
を
取
り
定
め
置
け
ば
、
跡
々
は
右
に
な
ら
ひ
出
来
る
も
の

と
存
ず
る
か
ら
、
古
例
た
と
へ
分
か
ら
ず
と
も
、
手
厚
く
出
来
さ
え
す
れ
ば
、
古
例
に
叶
は
ず
と

も
苦
し
か
ら
ず
と
考
え
る
」
と
い
う
方
針
を
示
し
ま
し
た
。

　
天
保
五
年
十
二
月
、
烈
公
は
在
京
の
桑
原
信
毅
（
幾
太
郎
）
に
畝
傍
御
陵
（
神
武
天
皇
御
陵
）

の
調
査
を
命
じ
、
桑
原
は
直
ち
に
『
畝
傍
東
北
陵
考
』
を
進
上
し
、
烈
公
も
ま
た
『
畝
傍
山
陵

考
』
を
著
わ
し
準
備
を
進
め
て
い
き
ま
し
た
。

　
　
④
　
光
格
上
皇
の
崩
御
と
諡
号
の
復
活

　
そ
う
し
て
い
る
内
に
、
天
保
十
一
年
（
一
八
四
〇
）
十
一
月
十
九
日
、
仙
洞
（
光
格
上
皇
）
が

崩
御
さ
れ
る
と
言
う
事
態
が
生
じ
ま
し
た
。
そ
こ
で
烈
公
は
恐
れ
多
い
こ
と
な
が
ら
絶
好
の
機
会

と
見
て
十
一
月
二
十
五
日
、
関
白
鷹
司
政
通
に
山
陵
復
古
の
儀
と
諡
号
を
奉
る
べ
き
こ
と
を
建
議

し
ま
し
た
。

御
火
葬
を
止
め
本
朝
古
例
の
神
武
天
皇
御
初
め
に
復
し
山
陵
御
建
営
さ
れ
、
万
乗
の
御
遺
体
仏
寺

へ
御
任
せ
ら
れ
ず
、
た
と
へ
御
遺
言
に
て
も
、
苟
も
臣
子
た
る
も
の
ゝ
忍
び
さ
る
事

と
し
て
、
上
皇
の
ご
遺
体
を
仏
式
に
よ
り
火
葬
と
す
る
こ
と
を
断
固
と
し
て
廃
止
し
、
た
と
え
御

遺
言
で
あ
っ
て
も
、
国
民
と
し
て
忍
び
ざ
る
所
で
あ
る
と
し
て
、
至
誠
を
傾
け
て
建
白
を
し
た
の

で
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
建
白
の
手
控
え
で
あ
る
書
案
に
付
し
た
烈
公
の
手
記
に
は
、

山
陵
は
と
て
も
む
つ
か
し
く
候
半
か
、
山
陵
の
事
を
申
し
出
候
は
ば
、
せ
め
て
は
御
諡
号
位
は
思

ふ
所
叶
う
べ
し
と
申
し
遣
す
も
の
也
、
去
る
午
年
よ
り
今
年
は
神
武
帝
元
年
よ
り
二
千
五
百
年
に

当
た
ら
せ
玉
へ
ば
、
陵
の
義
申
し
立
て
候
処
、
此
の
度
か
か
る
事
出
来
て
陵
の
事
に
及
ぶ
も
い
と

不
思
議
也
、
神
武
天
皇
元
年
辛
酉
の
年
よ
り
天
保
十
一
年
庚
子
迄
、
凡
そ
二
千
五
百
年

と
あ
り
、
こ
こ
に
も
烈
公
の
深
い
配
慮
が
込
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　
こ
れ
に
つ
い
て
十
二
月
三
日
、
鷹
司
関
白
よ
り
答
書
が
あ
り
、
諡
号
復
活
の
こ
と
は
天
皇
の
叡

慮
で
あ
り
、
す
で
に
京
都
所
司
代
に
伝
達
し
た
と
の
内
容
で
あ
り
ま
し
た
。



　
こ
れ
よ
り
先
烈
公
は
、
幕
府
へ
も
諡
号
と
山
陵
の
こ
と
を
建
言
し
た
と
こ
ろ
、
老
中
は
直
ち
に

将
軍
に
達
し
た
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

　
同
十
二
年
閏
正
月
二
十
七
日
、
朝
廷
は
諡
号
を
奉
り
て
光
格
天
皇
と
称
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　
諡
号
と
は
、
生
前
の
行
い
を
尊
び
、
崩
御
後
に
お
く
る
名
前
「
お
く
り
な
」
の
こ
と
で
あ
り
ま

す
。

　
　
⑤
　
幕
府
へ
再
度
建
白
し
、
山
稜
荒
廃
の
失
態
を
論
ず

　
天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
八
月
十
六
日
、
烈
公
は
幕
府
に
建
議
し
山
陵
を
荒
廃
せ
し
め
た
責

任
を
追
求
し
ま
し
た
。

畝
傍
山
を
は
じ
め
古
山
陵
、
連
年
荒
廃
或
い
は
田
野
に
変
じ
或
い
は
荊
蕀
に
没
し
甚
だ
し
き

に
至
り
て
は
其
の
土
地
さ
え
不
分
明
候
よ
し
慨
嘆
の
至
り
に
候
、

と
論
じ
、
次
い
で

も
っ
と
も
是
ま
で
容
易
に
御
手
を
付
け
さ
せ
ら
れ
ず
候
も
深
遠
の
御
意
味
も
あ
ら
せ
ら
れ
候

哉
に
は
候
へ
ど
も
、
当
今
の
時
勢
に
在
り
て
は
・
・
天
下
悦
服
、
却
っ
て
弥
増
し
非
望
の
念

を
絶
ち
、
御
武
運
御
長
久
の
基
に
之
れ
有
る
べ
き
や
の
こ
と

と
述
べ
て
い
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
点
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

　
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
幕
府
創
建
の
こ
ろ
は
、
朝
廷
と
幕
府
の
関
係
が
安
定
せ
ず
、
幕
府

は
武
力
を
以
っ
て
、
朝
廷
を
抑
圧
し
よ
う
と
し
、
同
時
に
大
名
の
朝
廷
と
の
接
触
を
極
力
警
戒
し

た
時
代
で
あ
り
ま
し
た
。
義
公
の
時
代
は
、
ま
さ
に
其
の
時
で
あ
り
ま
し
て
、
朝
廷
と
の
関
係
に

就
い
て
は
極
秘
に
こ
と
を
進
め
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
あ
り
ま
し
た
。

　
烈
公
は
こ
の
よ
う
な
時
代
背
景
を
念
頭
に
お
い
て
、
既
に
幕
府
と
朝
廷
の
関
係
は
円
満
な
る
中

に
あ
っ
て
か
つ
て
の
よ
う
に
緊
迫
し
、
警
戒
を
要
す
る
よ
う
な
時
代
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
述

べ
、
山
陵
修
復
を
実
行
す
れ
ば
、
か
え
っ
て
国
民
も
喜
び
、
幕
府
の
武
運
も
長
久
と
な
る
で
あ
ろ

う
と
事
を
訳
け
て
建
白
し
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
せ
っ
か
く
の
建
白
も
受
け
入
れ
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
し
か
し
、
歴
史
は
不
思
議
な
も
の
で
、
こ
の
よ
う
な
山
陵
修
復
運
動
が
や
が
て
、
神

武
天
皇
建
国
の
理
想
に
目
覚
め
、
尊
王
思
想
を
啓
発
し
、
幕
末
維
新
へ
の
流
れ
を
導
き
出
し
て
い

く
の
で
あ
り
ま
す
。

　
　
⑥
　
光
格
天
皇
の
一
年
忌
に
京
都
を
遥
拝

　
天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
十
一
月
十
九
日
、
光
格
天
皇
の
小
祥
（
一
年
忌
）
に
あ
た
る
た

め
、
そ
の
前
夜
よ
り
潔
斎
し
て
座
を
藩
邸
の
中
庭
に
設
け
て
早
朝
京
都
を
遥
拝
し
、
更
に
水
戸
藩

の
政
治
及
び
刑
の
執
行
を
停
め
ら
れ
た
。

　
初
め
義
公
は
元
旦
の
早
朝
に
衣
冠
束
帯
の
正
装
に
身
を
包
ん
で
遥
か
に
京
都
を
拝
し
、
以
後
世

襲
と
し
て
恒
例
と
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
こ
に
至
り
先
帝
の
国
忌
に
も
亦
こ
の
式
を
恒
例
と
し
、



生
涯
廃
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
、
仁
孝
天
皇
の
御
忌
日
に
慶
篤
卿
遠
慮
の
事
に
つ
い
て
稟
議
し
た
書

に
対
す
る
烈
公
の
意
見
の
中
に
、

禁
裏
御
忌
日
の
義
は
御
代
々
御
遠
慮
も
遊
ば
さ
れ
ざ
る
義
に
候
へ
共
、
毎
歳
元
日
、
天
拝
い

た
し
候
上
は
、
そ
の
君
崩
御
遊
ば
さ
れ
候
を
そ
の
ま
ま
打
ち
過
ご
し
候
は
、
相
当
致
さ
ず

候
、
・
・
禁
裏
御
遠
慮
の
義
は
御
父
様
ば
か
り
の
御
定
め
と
相
見
え
申
し
候
へ
ば
、
仁
孝
天

皇
御
忌
日
の
み
遠
慮
致
し
候
ひ
て
、
宜
し
き
様
に
は
候
へ
共
、
我
等
事
は
光
格
天
皇
御
代
に

生
ま
れ
申
し
候
へ
ば
、
光
格
天
皇
仁
孝
天
皇
の
御
忌
日
は
遠
慮
致
し
候
心
得
に
之
れ
有
り

候
、

一
義
公
様
に
て
威
公
の
御
遠
慮
の
義
、
御
平
月
は
御
構
に
及
ば
ざ
る
由
、
御
意
之
れ
有
る
義

は
桃
源
遺
事
に
之
れ
有
る
様
に
も
覚
え
申
し
候
べ
き
、
何
様
後
々
ま
で
を
御
見
抜
き
の
義
感

服
奉
り
候
、
・
・
天
朝
を
尊
崇
候
へ
ば
、
公
辺
の
粗
末
に
相
成
り
候
と
申
訳
は
之
れ
無
く

候
、
天
朝
は
君
、
公
辺
は
宗
家
に
て
親
類
に
比
し
候
へ
ば
、
天
朝
を
尊
敬
の
義
に
心
附
か
ざ

る
人
に
は
、
宗
家
を
大
切
に
も
致
さ
ざ
る
よ
う
相
成
る
事
に
候
へ
ば
、
た
と
へ
ば
、
公
辺
へ

聞
こ
え
申
し
候
と
て
も
、
有
志
の
人
は
主
君
を
尊
敬
致
し
候
義
、
悪
敷
と
は
存
じ
ま
じ
く
候

へ
ば
、
宰
相
殿
（
慶
篤
）
に
て
も
仁
孝
天
皇
の
御
忌
日
は
遠
慮
致
し
然
る
べ
き
や
に
存
じ
候

と
あ
っ
て
、
御
歴
代
天
皇
の
す
べ
て
の
忌
日
を
遠
慮
致
す
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
が
、
自
分
が
生

存
中
の
天
皇
に
就
い
て
は
遠
慮
し
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
と
の
見
解
を
、
義
公
の
先
例
を
引
用
し

な
が
ら
示
し
て
い
る
。

　
な
お
、
こ
の
中
で
注
目
す
べ
き
は
、
「
天
朝
は
君
、
公
辺
は
宗
家
に
て
親
類
に
比
し
候
へ
ば
」

の
一
文
で
あ
り
ま
す
。
な
お
、
公
辺
と
は
、
幕
府
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
『
桃
源
遺
事
』
の
な
か
に
見
え
る

我
が
主
君
は
天
子
也
、
今
将
軍
は
我
が
宗
室
也
、
（
宗
室
と
は
親
類
頭
也
）

の
朝
廷
と
幕
府
と
の
関
係
を
明
言
し
た
義
公
の
立
場
を
継
承
し
て
の
態
度
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
り
ま
す
。
こ
の
態
度
が
烈
公
の
子
、
慶
喜
に
継
承
さ
れ
、
大
政
奉
還
へ
と
進
展
し
て
い
く
の

で
あ
り
ま
す
。

　
　
⑦
　
京
都
泉
涌
寺
の
焼
失
を
機
に
山
陵
復
古
の
事
を
建
議

　
天
保
十
二
年
十
一
月
十
日
、
京
都
泉
涌
寺
（
四
条
帝
以
来
の
列
聖
の
御
陵
地
）
が
出
火
に
よ
り

御
位
牌
殿
、
御
影
殿
な
ど
を
焼
失
す
る
と
い
う
事
件
が
お
こ
り
ま
し
た
。

　
烈
公
は
恐
れ
多
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、
山
陵
改
制
の
好
時
期
な
り
と
し
て
、
同
二
十
九
日
書
を

鷹
司
関
白
と
老
中
水
野
忠
邦
に
寄
せ
て
仏
教
伽
藍
の
再
造
を
停
止
し
山
陵
復
古
の
事
を
建
議
し
ま

し
た
。

　
同
年
十
二
月
十
二
日
、
鷹
司
関
白
よ
り
答
書
あ
り
、



今
日
参
朝
奏
聞
い
た
し
候
と
こ
ろ
暎
感
斜
め
な
ら
ず
候
、
実
に
以
っ
て
我
邦
の
御
忠
節
と
存
じ
候

と
あ
り
、
烈
公
の
山
陵
復
古
の
志
は
、
も
と
よ
り
深
く
望
む
所
で
あ
る
が
、
浮
屠
（
仏
教
徒
）
の

一
洗
を
京
都
か
ら
発
意
す
る
は
時
勢
不
可
な
る
も
の
あ
る
と
し
て
、
烈
公
の
周
旋
を
依
頼
す
る
旨

の
内
容
で
あ
り
ま
し
た
。

　
翌
天
保
十
三
年
正
月
十
一
日
、
烈
公
は
再
び
老
中
水
野
忠
邦
に
寄
せ
て
山
陵
の
復
古
を
促
し
ま

し
た
。
し
ば
ら
く
し
て
答
書
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
忠
邦
に
は
多
少
は
修
陵
に
前
向
き
の
意
向

が
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
天
保
十
四
年
九
月
、
忠
邦
は
失
脚
し
て
幕
閣
を
退
き
、
幕
府
の
局
面
俄
か

に
一
変
し
た
た
め
、
烈
公
の
苦
心
経
営
し
た
修
陵
の
議
は
、
遂
に
画
餅
に
帰
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。

　
　
四
　
烈
公
と
京
師
と
の
関
係

　
前
に
義
公
と
朝
廷
と
の
関
係
を
、
い
く
つ
か
の
事
例
に
基
づ
い
て
考
察
し
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
次
に
烈
公
と
朝
廷
の
関
係
を
見
て
い
く
こ
と
に
致
し
ま
す
。

　
初
め
に
系
図
の
上
で
京
都
と
の
姻
戚
関
係
に
つ
い
て
見
ま
し
た
よ
う
に
、
烈
公
の
夫
人
は
有
栖

川
宮
織
仁
親
王
女
の
登
美
宮
吉
子
で
あ
り
、
烈
公
の
姉
の
鄰
姫
は
関
白
鷹
司
政
道
の
夫
人
で
あ

り
、
同
じ
く
姉
の
偉
姫
（
順
君
）
は
二
条
齊
信
夫
人
で
あ
り
、
更
に
烈
公
の
女
茂
姫
（
貞
子
）
は

有
栖
川
宮
熾
仁
親
王
の
妃
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
烈
公
の
子
で
十
代
藩
主
慶
篤
の
夫
人
は
有
栖
川

宮
幟
仁
親
王
女
の
線
姫
（
幟
子
女
王
）
で
あ
り
、
同
じ
く
烈
公
の
子
で
十
一
代
藩
主
昭
武
の
夫
人

は
中
院
通
富
女
の
瑛
子
で
あ
り
ま
す
。

　
以
上
の
よ
う
に
水
戸
家
と
京
都
の
有
栖
川
宮
家
・
摂
関
家
と
の
関
係
は
極
め
て
緊
密
な
も
の
が

あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
　
①
　
義
公
へ
の
追
贈

　
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
五
月
七
日
、
義
公
へ
の
追
贈
の
こ
と
が
幕
府
よ
り
伝
達
が
あ
り
「
従

二
位
権
大
納
言
」
と
な
り
ま
し
た
。
時
に
朝
廷
に
は
、
仁
孝
天
皇
が
お
ら
れ
、
仙
洞
御
所
に
は
光

格
上
皇
が
お
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
、
京
都
に
祇
役
し
て
い
た
川
瀬
教
徳
の
書
簡
に
は
、

義
公
様
御
贈
官
は
禁
中
よ
り
起
り
候
に
相
違
御
座
な
く
候
、
・
・
禁
裏
様
の
思
し
召
し
か
、

関
白
様
初
め
御
役
人
中
の
心
付
き
よ
り
起
こ
り
候

と
あ
り
、
こ
の
度
の
こ
と
は
、
従
来
の
よ
う
に
幕
府
か
ら
の
奏
請
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
直
接

に
朝
廷
か
ら
下
さ
れ
た
特
別
の
も
の
で
あ
る
と
報
告
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
恩
典
に
感
奮
し
微
衷
を
表
す
た
め
、
烈
公
は
禁
裏
（
天
皇
）
へ
は
文
台
、
仙
洞
御
所
へ
は

硯
に
詠
歌
を
副
え
て
進
献
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
詠
歌
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

大
井
川
深
き
恵
を
く
み
あ
け
て
　
水
の
流
れ
も
久
に
す
む
ら
し

　
　
②
　
石
燈
篭
・
水
盤
を
献
上



　
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
三
月
、
烈
公
は
水
戸
藩
内
に
産
す
る
寒
水
石
を
以
っ
て
、
石
燈
篭
お

よ
び
水
盤
を
製
作
し
て
仙
洞
に
奉
献
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
石
灯
は
天
保
六
年
に
京
都
へ
輸
送
さ

れ
、
石
燈
篭
は
仙
洞
御
所
へ
、
水
盤
（
手
水
石
）
は
修
学
院
の
御
庭
に
据
え
ら
れ
ま
し
た
。
天
皇

は
「
殊
の
外
御
歓
の
御
沙
汰
の
由
」
で
あ
っ
た
と
、
川
瀬
教
徳
の
書
簡
に
あ
り
ま
す
。

　
　
③
　
烈
公
へ
の
栄
誉
と
嫌
疑

　
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
五
月
十
八
日
、
将
軍
の
命
に
よ
り
登
城
し
、
藩
政
の
美
を
賞
し
て

表
彰
を
受
け
、
太
刀
・
黄
金
な
ど
を
賜
る
と
い
う
栄
誉
を
得
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
翌
年
の
弘
化

元
年
（
一
八
四
四
）
五
月
六
日
、
今
度
は
一
転
し
て
烈
公
は
幕
府
の
嫌
疑
を
受
け
隠
居
謹
慎
を
命

ぜ
ら
れ
、
世
子
鶴
千
代
麻
呂
が
家
督
相
続
し
て
十
代
藩
主
慶
篤
（
順
公
）
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
幕
府
よ
り
朝
廷
に
達
し
が
あ
り
、
仁
孝
天
皇
は
水
戸
家
の
前
途
を
心
配

な
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
、
関
白
鷹
司
政
通
か
ら
烈
公
夫
人
（
登
美
宮
）
へ
の
七
月
五
日
附
け
書

簡
に
し
る
さ
れ
て
い
ま
す
。

中
納
言
殿
昨
年
は
格
別
御
国
務
行
き
届
き
と
て
御
先
代
越
さ
れ
候
、
将
軍
家
よ
り
御
褒
賞
御

吹
聴
も
之
れ
在
り
、
深
々
御
互
い
に
大
慶
の
こ
と
政
所
と
も
申
し
居
り
候
、
全
く
忠
孝
の
美

と
喜
悦
せ
し
め
候
、
当
五
月
に
は
厳
重
の
仰
せ
達
し
則
ち
所
司
代
よ
り
書
き
付
け
に
て
内

覧
、
奏
聞
に
及
び
候
と
こ
ろ
、
至
尊
に
も
昨
年
の
事
仰
せ
有
り
如
何
の
次
第
哉
と
勅
語
も
在

ら
せ
ら
れ
候
（
※
政
所
と
は
夫
人
の
こ
と
で
、
烈
公
の
姉
）

　
烈
公
の
謹
慎
は
翌
年
弘
化
二
年
十
一
月
二
十
六
日
に
解
除
さ
れ
ま
し
た
が
、
藩
政
へ
の
関
与
は

許
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
　
④
　
『
八
洲
文
藻
』
を
献
上

　
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
九
月
、
鷹
司
政
通
関
白
を
通
し
て
『
八
洲
文
藻
』
を
朝
廷
に
献
上
し

ま
し
た
。
（
前
後
編
合
わ
せ
て
百
二
十
巻
）
な
お
、
こ
の
表
題
は
『
水
戸
藩
史
料
』
で
は
『
八
州

文
藻
』
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
初
め
烈
公
は
列
聖
の
山
陵
を
修
復
し
、
義
公
が
実
現
で
き
な
か
っ
た
遺
志
を
遂
げ
よ
う
と
し
て

尽
力
し
ま
し
た
が
、
幕
府
の
協
賛
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
そ
の
実
現
が
見
な
い
ま
ま
に
終

わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
こ
と
は
、
前
に
触
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
烈
公
は
ま
た
義
公
の
扶
桑
拾
葉
集
の
進
献
に
な
ら
い
、
歴
代
の
公
文
を
初
め
と
し
て
専

ら
国
文
に
係
る
も
の
を
収
集
し
、
八
洲
文
藻
と
名
づ
け
て
既
に
天
保
年
間
に
そ
の
前
編
を
献
上

し
、
つ
い
で
後
編
を
奉
ろ
う
と
し
ま
し
た
が
、
弘
化
元
年
の
甲
申
の
国
難
に
遭
っ
て
果
す
こ
と
が

出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
よ
う
や
く
こ
こ
に
至
っ
て
進
達
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
り
ま
す
。
そ

の
上
表
文
に

臣
「
斉
昭
」
言
さ
く
、
列
聖
の
宣
威
、
実
に
宝
剣
の
利
に
頼
る
、
万
国
の
嚮
風
、
神
璽
の
霊

に
非
ざ
る
は
な
し
、
武
既
に
餘
あ
り
、
文
豈
に
足
ら
ざ
ら
ん
や
、
謨
訓
典
籍
に
垂
れ
、
勲
烈



古
今
に
耀
く
、
・
・
詞
林
の
盛
ん
な
る
こ
と
、
「
先
臣
」
既
に
嘗
て
前
に
拾
葉
し
、
藝
圃
の

富
め
る
こ
と
「
斉
昭
」
亦
将
に
後
に
採
藻
せ
ん
と
す
、
・
・
先
に
詔
勅
を
以
っ
て
す
、
国
体

の
尊
厳
を
示
す
所
以
な
り
、
次
に
辞
章
を
以
っ
て
す
、
人
文
の
隆
蔚
を
表
す
所
以
な
り
、
八

州
文
藻
百
二
十
巻
、
謹
ん
で
表
に
随
ひ
て
献
上
す
、
臣
「
斉
昭
」
誠
惶
誠
恐
、
頓
首
々
々
謹

言　
　
天
保
十
四
年
五
月
　
権
中
納
言
従
三
位
臣
源
朝
臣
齊
昭
上
表

　
こ
の
中
で
、
「
先
臣
」
既
に
嘗
て
前
に
拾
葉
し
、
と
あ
り
ま
す
の
は
、
義
公
の
扶
桑
拾
葉
集
の

こ
と
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
上
表
文
の
年
月
が
天
保
十
四
年
五
月
と
あ
り
ま
す
が
、
実
際
の
上
表

は
弘
化
二
年
と
な
り
ま
す
。
そ
の
理
由
は
、
弘
化
元
年
の
甲
申
の
国
難
の
た
め
で
あ
り
、
次
の
関

白
鷹
司
政
通
の
書
簡
に
よ
り
確
認
で
き
ま
す
。

八
州
文
藻
御
新
写
出
来
候
て
数
冊
の
全
部
投
贈
荒
々
拝
見
せ
し
め
候
処
、
誠
に
誠
に
御
□
編

と
感
心
斜
め
な
ら
ず
候
、
別
し
て
前
編
万
代
の
亀
鑑
、
朝
廷
有
用
の
御
品
、
一
入
畏
感
佩

候
、
・
・
嘸
々
叡
感
の
事
、
文
武
の
御
学
と
・
・
存
じ
奉
り
候
、
（
弘
化
二
年
）
八
月
十
五

日
　
　
政
通

　
こ
の
『
八
洲
文
藻
』
を
ご
覧
に
な
っ
た
仁
孝
天
皇
は
深
く
叡
感
あ
り
、
烈
公
に
そ
の
旨
通
報
す

べ
し
と
、
関
白
鷹
司
政
通
に
勅
語
が
あ
っ
た
こ
と
が
、
弘
化
三
年
二
月
十
七
日
、
関
白
鷹
司
政
通

の
書
簡
に
認
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

正
月
十
五
日
、
御
前
に
召
さ
れ
色
々
仰
せ
ご
と
有
り
、
則
ち
御
献
上
八
州
文
藻
等
御
暎

覧
、
深
く
御
満
ぞ
く
尚
厚
く
御
返
事
仰
ぎ
入
れ
申
す
可
く
尚
案
文
御
覧
に
入
れ
候
様
申
し

上
げ
退
き
候

　
　
⑤
　
仁
孝
天
皇
崩
御
、
天
皇
の
御
輔
導
の
件
等
に
つ
い
て
建
議

　
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
二
月
六
日
、
仁
孝
天
皇
が
崩
御
な
さ
れ
、
十
三
日
、
十
六
歳
の
皇
太

子
が
踐
祚
（
孝
明
天
皇
）
さ
れ
ま
し
た
。
三
月
十
九
日
、
烈
公
は
、
書
を
関
白
鷹
司
政
通
に
呈
し

て
弔
詞
並
び
に
諒
闇
中
の
天
機
（
天
皇
の
ご
機
嫌
）
を
伺
ひ
奉
り
、
天
皇
の
御
輔
導
の
件
等
に
つ

い
て
建
議
い
た
し
ま
し
た
。

今
上
帝
御
英
明
に
御
座
遊
ば
さ
れ
候
上
に
も
尚
更
御
輔
導
上
ら
さ
れ
候
様
、
何
分
御
保
護
御

永
久
に
御
奉
職
在
ら
せ
ら
れ
候
様
敬
し
み
て
祈
り
奉
り
候
、
御
文
学
は
御
専
要
の
御
義
、
国

学
は
勿
論
、
漢
学
等
、
そ
の
外
下
々
の
書
画
類
迄
も
御
博
く
御
覧
遊
ば
さ
れ
、
・
・
東
都
も

東
風
に
靡
き
古
実
衰
弊
多
く
、
第
一
に
は
皇
國
根
元
の
神
道
も
漸
く
廃
れ
、
異
端
虚
無
の

教
、
雲
上
迄
も
餐
入
致
し
候
様
相
ひ
成
り
候
義
は
、
追
々
御
改
正
に
仕
り
度
く
存
じ
奉
り

候
、
是
は
親
摂
初
め
公
家
何
れ
も
皇
國
の
道
を
尊
び
何
程
窮
迫
候
て
も
、
人
々
子
を
異
端
へ

は
入
れ
申
す
ま
じ
き
と
心
が
け
親
摂
の
御
子
に
て
平
公
家
へ
遣
は
し
候
と
も
僧
侶
に
致
さ
ざ

る
や
う
、
人
々
皇
朝
の
学
問
に
長
じ
卓
見
こ
れ
有
り
候
へ
ば
、
終
に
は
異
端
は
廃
れ
申
す
可



き
や
に
候

と
述
べ
て
、
天
皇
の
御
学
問
は
、
国
学
、
漢
学
、
書
画
ま
で
も
広
く
学
ば
れ
る
こ
と
、
さ
ら
に
神

道
が
廃
れ
仏
教
が
朝
廷
の
中
ま
で
浸
透
し
て
い
る
が
、
何
程
困
窮
し
て
も
わ
が
子
を
仏
家
へ
は
入

れ
ら
れ
な
い
よ
う
に
と
細
か
に
申
し
入
れ
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

御
幼
年
未
だ
御
疱
瘡
済
ま
さ
れ
ず
候
由
、
恐
れ
な
が
ら
甚
だ
苦
心
仕
り
候
良
薬
妙
剤
等
、
自

今
御
手
当
遊
ば
さ
れ
候
様
伏
し
て
祈
り
奉
り
候

と
し
て
、
烈
公
は
天
皇
が
天
然
痘
を
済
ま
さ
れ
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
の
で
、
烈
公
自
ら
開

発
し
た
オ
ラ
ン
ダ
医
学
に
基
づ
く
予
防
接
種
を
す
す
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
孝
明
天
皇

は
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
十
二
月
二
十
五
日
、
天
然
痘
の
た
め
崩
御
さ
れ
、
在
位
二
十
一
年
で

あ
り
ま
し
た
。
烈
公
の
願
い
は
届
か
な
か
っ
た
の
で
あ
り
ま
し
た
。

　
　
⑥
　
丙
丁
録
の
献
上

八
州
文
藻
、
天
覧
に
御
備
へ
下
し
置
か
れ
尚
御
懇
の
勅
喩
の
趣
・
・
有
り
難
き
仕
は
せ
に
存

じ
奉
り
候
、
・
・
丙
丁
録
先
年
献
上
仕
り
候
と
こ
ろ
、
色
々
思
し
召
し
に
当
り
義
共
こ
れ
有

り
、
御
褒
称
下
し
置
か
れ
慙
愧
仕
り
候

と
述
べ
て
、
八
洲
文
藻
が
天
皇
の
叡
覧
に
預
り
、
労
り
の
お
言
葉
が
あ
っ
た
と
に
感
謝
し
、
さ
ら

に
、
『
丙
丁
録
』
を
献
上
し
た
こ
と
に
対
し
て
、
御
褒
称
が
あ
っ
た
こ
と
を
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
、
『
丙
丁
録
』
は
、
烈
公
が
家
臣
に
命
じ
て
編
集
さ
せ
た
書
で
あ
り
ま
す
。
干
支
で
い
う

丙
午
・
丁
未
の
年
は
、
世
間
で
は
厄
歳
と
し
て
災
害
異
変
が
多
く
起
こ
る
と
考
え
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
た
ま
た
ま
仁
孝
天
皇
が
崩
御
さ
れ
た
弘
化
三
年
が
丙
午
の
年
に
当
た
り
、
翌
年
が
丁
未
の
年

で
あ
る
た
め
、
わ
が
国
の
歴
史
の
中
か
ら
、
そ
の
年
に
起
き
た
出
来
事
を
列
挙
し
た
と
こ
ろ
、
水

害
・
旱
魃
・
疫
病
・
飢
饉
・
盗
賊
の
被
害
が
多
く
見
当
た
り
ま
し
た
の
で
、
警
戒
の
一
端
と
し
て

献
上
し
た
の
で
あ
り
ま
し
た
。

　
尚
、
皇
族
帰
仏
に
つ
い
て
は
会
沢
正
志
斎
『
廸
彝
篇
』
を
呈
し
て
、
そ
の
余
意
を
補
っ
て
お
り

ま
す
。

　
　
⑦
　
村
雨
石
を
も
っ
て
硯
を
自
製
し
献
上

　
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
五
月
、
烈
公
は
信
州
松
代
か
ら
産
出
す
る
所
の
村
雨
石
を
も
っ
て
硯

を
自
製
し
、
鷹
司
関
白
に
因
り
て
、
こ
れ
を
禁
中
に
進
献
し
ま
し
た
。

　
同
月
十
三
日
付
け
を
以
て
、
鷹
司
公
よ
り
、
「
叡
慮
御
満
足
、
幾
久
し
く
御
用
ひ
遊
ば
さ
す
」

旨
の
内
報
が
あ
り
、
烈
公
は
光
栄
身
に
余
り
感
激
た
だ
な
ら
ざ
る
も
の
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で

あ
り
ま
す
。

　
嘗
て
義
公
は
後
水
尾
天
皇
遺
愛
の
硯
（
鳳
足
硯
）
の
銘
文
を
下
命
に
よ
り
作
進
し
た
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。
烈
公
は
或
い
は
こ
の
硯
を
献
上
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
銘
文
作
進
の
下
命
を
期
待

す
る
所
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
推
察
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
後
に
も
出
て



ま
い
り
ま
す
。

　
　
⑧
　
和
宮
の
有
栖
川
家
へ
御
婚
儀
内
定
の
事
を
賀
す

　
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
九
月
五
日
、
烈
公
は
書
を
鷹
司
関
白
に
呈
し
て
孝
明
天
皇
の
妹
・
和

宮
の
有
栖
川
家
（
熾
仁
親
王
）
へ
御
婚
儀
内
定
の
事
を
慶
賀
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。

偖
は
今
般
、
和
宮
、
有
栖
川
家
へ
御
縁
組
の
義
、
誠
に
以
て
恐
悦
に
奉
り
候
、
叡
慮
は
勿

論
、
殿
下
御
取
り
計
ら
ひ
、
有
志
仰
瞻
仕
り
永
世
ま
で
感
服
奉
り
候
、
以
来
は
異
端
僧
家
に

棄
て
な
さ
れ
候
御
儀
は
決
し
て
之
れ
無
き
様
至
願
に
候

　
有
栖
川
家
と
水
戸
家
と
は
深
い
姻
戚
関
係
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
時
の
熾
仁
親
王
と
和
宮
と
の
婚

儀
は
幕
府
と
朝
廷
と
の
宥
和
政
策
の
一
環
で
あ
る
公
武
合
体
論
の
推
進
の
た
め
、
和
宮
が
十
四
代

将
軍
家
茂
に
降
下
さ
れ
た
た
め
実
現
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
熾
仁
親
王
に
は
烈
公
の

女
茂
姫
（
貞
子
）
が
妃
と
し
て
嫁
い
で
お
り
ま
す
。
ま
た
、
親
王
の
母
は
二
条
斉
信
の
女
・
広
子

（
生
母
は
佐
伯
祐
子
）
で
あ
り
ま
す
が
、
斉
信
の
夫
人
は
烈
公
の
姉
・
偉
姫
（
順
君
）
で
あ
り
ま

す
。
系
図
で
示
し
ま
す
と
概
略
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

有
栖
川
宮
幟
仁
親
王

二
条
斉
信

　
熾
仁
親
王

広
子

偉
姫
（
順
君
）

治
紀

（
武
公
）

斉
昭
（
烈
公
）

慶
喜

　
※
　
夫
人
（
一
条
忠
香
養
女
・
延
君
・
美
賀
子
）

有
栖
川
宮
吉
子

茂
姫
（
貞
子
）

　
こ
の
よ
う
に
熾
仁
親
王
は
、
水
戸
家
と
は
深
い
関
係
に
あ
り
、
最
後
の
将
軍
慶
喜
公
と
は
、
義

兄
弟
に
当
た
り
、
大
政
奉
還
の
大
事
に
朝
廷
側
に
あ
っ
て
大
き
な
力
と
な
っ
た
こ
と
は
当
然
の
こ

と
で
あ
り
ま
し
よ
う
。

　
　
⑨
　
明
倫
歌
集
を
編
集
し
勅
題
を
乞
う

　
烈
公
は
別
に
書
を
認
め
て
、
か
つ
て
編
集
し
た
る
歌
集
（
明
倫
歌
集
）
に
扶
桑
拾
葉
集
の
例
を

も
っ
て
題
号
を
請
は
れ
た
が
実
現
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
な
お
同
書
簡
の
別
紙
に
、
明
倫
歌
集
、
鳳
足
硯
の
銘
の
先
例
に
つ
い
て
触
れ
て
お
り
ま
す
。

西
土
に
は
、
詩
経
な
ど
教
へ
に
相
ひ
な
り
候
詩
書
、
こ
れ
有
り
候
へ
共
、
本
朝
に
は
未
だ
教

へ
に
相
ひ
な
り
候
歌
集
と
申
す
は
追
々
の
勅
撰
を
初
め
之
れ
無
く
候
故
、
拙
老
十
か
年
前
よ

り
取
り
集
め
漸
く
可
な
り
集
ま
り
申
し
候
（
十
冊
計
り
に
御
座
候
）
、
出
来
上
り
候
は
ば
是



れ
ま
た
進
献
仕
る
べ
き
含
み
に
御
座
候
処
、
相
ひ
成
る
べ
く
は
明
倫
集
と
か
明
倫
歌
集
と
か

又
は
何
と
成
り
書
名
御
内
々
上
よ
り
下
さ
れ
に
相
ひ
成
り
候
へ
ば
有
り
難
き
事
に
存
じ
奉
り

候

　
西
土
（
シ
ナ
・
中
国
）
に
は
孔
子
が
編
纂
し
た
と
い
わ
れ
る
『
詩
経
』
が
あ
り
、
古
代
か
ら
春

秋
ま
で
の
お
よ
そ
三
百
篇
を
集
め
た
人
の
教
え
に
な
る
詩
書
が
あ
る
が
、
わ
が
国
に
は
そ
の
よ
う

な
歌
集
が
な
い
の
で
、
こ
の
た
び
編
集
し
献
上
す
る
つ
も
り
で
お
り
ま
す
が
、
出
来
る
な
ら
ば

『
明
倫
集
』
な
ど
の
勅
題
を
賜
り
た
い
と
い
う
こ
と
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

右
仮
に
明
倫
集
と
名
付
け
集
め
候
は
、
神
代
の
歌
よ
り
近
頃
の
歌
ま
で
取
り
集
め
、
人
倫
の

道
を
分
け
教
へ
と
相
ひ
成
る
べ
き
に
御
座
候
、
恋
歌
な
ど
の
不
埒
な
る
に
至
り
候
て
は
絶
妙

な
る
も
御
座
候
へ
共
、
人
の
教
へ
に
相
ひ
成
る
べ
き
歌
は
何
程
も
之
れ
な
く
、

　
歌
集
に
は
神
代
か
ら
近
代
ま
で
の
歌
を
収
集
し
、
人
倫
の
道
を
教
え
る
た
め
に
役
に
立
つ
も
の

に
し
、
恋
歌
な
ど
は
絶
妙
な
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
人
の
教
え
に
な
る
も
の
で
は
な
い
の
で
除
外

し
た
い
こ
と
。

源
義
の
節
、
扶
桑
拾
葉
集
の
書
名
、
御
内
々
に
下
し
置
か
れ
候
、
御
奉
書
二
ツ
折
へ
認
め
之
れ
有

り
候
、
同
人
義
は
鳳
足
御
硯
の
銘
、
命
を
蒙
り
認
め
候
節
は
震
筆
を
以
て
御
賞
誉
も
之
れ
有
り

（
同
人
文
中
の
初
め
に
朱
摺
い
た
し
之
れ
有
る
は
先
年
殿
下
へ
指
上
げ
候
様
に
も
覚
え
申
し
候
）

格
別
の
義
、
今
以
て
家
宝
と
仕
り
之
れ
有
り
候
、
相
ひ
成
り
候
義
に
も
候
は
ば
明
倫
集
御
撰
集
に

表
向
き
遊
ば
さ
れ
、
命
を
蒙
り
候
て
御
奉
公
仕
り
度
き
事
に
御
座
候
、

　
源
義
（
義
公
）
の
時
に
は
、
『
扶
桑
拾
葉
集
』
の
題
名
を
後
西
上
皇
よ
り
賜
り
、
ま
た
鳳

足
硯
の
銘
を
勅
命
を
蒙
り
作
進
し
た
時
に
は
震
筆
を
も
っ
て
お
褒
め
の
言
葉
を
賜
り
、
今

も
っ
て
水
戸
家
の
家
宝
と
し
て
い
る
こ
と
。
そ
の
よ
う
な
先
例
に
倣
っ
て
、
明
倫
集
も
勅
命

を
受
け
て
の
撰
集
と
し
、
併
せ
て
勅
題
を
も
っ
て
書
名
と
い
た
し
た
い
こ
と
な
ど
を
、
鷹
司

関
白
に
奏
上
を
お
願
い
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

　
烈
公
が
こ
の
よ
う
な
歌
集
を
編
集
し
よ
う
と
し
た
の
は
、
世
間
に
普
及
し
て
い
る
藤
原
定
家
の

編
集
に
よ
る
百
人
一
首
が
、
恋
歌
な
ど
淫
靡
な
る
も
の
が
多
い
こ
と
を
嘆
い
て
、
世
間
の
人
々
の

道
徳
育
成
の
た
め
に
役
立
つ
も
の
を
収
集
し
て
、
百
人
一
首
に
換
え
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
天
保
五
年
、
藤
田
東
湖
に
訓
示
し
た
書
と
歌
集
の
自
序
と
に
明
瞭
で
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
烈
公
の
引
退
後
、
駒
込
邸
に
編
集
局
を
設
け
、
前
田
夏
蔭
、
小
山
田
與
清
、
鶴
峯
戊
申

な
ど
の
有
名
な
国
学
者
を
集
め
て
諸
書
を
編
集
せ
し
め
、
嘉
永
四
年
九
月
に
至
り
て
完
成
し
ま
し

た
。

　
ま
た
、
晩
年
に
は
こ
の
集
中
か
ら
二
百
首
を
選
ん
で
「
カ
ル
タ
」
を
作
成
し
て
子
女
の
遊
具
と

し
、
吟
誦
出
来
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
「
明
倫
カ
ル
タ
」
と
い
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。



　
同
年
十
月
二
十
五
日
付
け
で
鷹
司
関
白
か
ら
の
返
書
が
ま
い
り
ま
し
た
。

明
倫
歌
集
の
こ
と
御
示
し
の
旨
御
尤
も
に
か
ん
じ
入
り
候
、
前
件
申
し
入
れ
候
次
第
に
て
、

又
々
和
歌
か
か
り
の
人
々
も
之
れ
在
り
候
義
、
御
時
節
御
待
ち
候
様
存
じ
候
、
別
し
て
し
き

た
り
か
ら
笑
ふ
可
く
候
事
に
候

　
明
倫
歌
集
の
こ
と
は
、
大
変
感
心
し
た
が
、
勅
撰
に
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
朝
廷
に
は
和
歌

所
と
い
う
役
職
が
あ
り
、
そ
れ
を
無
視
し
て
勅
撰
集
と
い
う
こ
と
に
は
出
来
な
い
事
情
が
あ
り
、

し
ば
ら
く
待
っ
て
頂
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

　
　
⑩
　
『
大
極
論
』
を
呈
上
し
て
仏
教
の
弊
害
を
論
ず

　
烈
公
は
『
大
極
論
』
を
草
し
て
、
皇
族
の
仏
門
に
帰
す
る
こ
と
の
弊
害
を
論
じ
て
関
白
に
呈
し

た
が
、
こ
の
度
の
和
宮
の
婚
儀
に
つ
い
て
は
予
て
の
意
見
が
実
現
し
た
こ
と
に
大
い
に
歓
喜
い
た

し
ま
し
た
。

　
『
大
極
論
』
は
三
巻
あ
り
、
上
巻
は
天
下
無
益
の
仏
寺
を
廃
し
て
有
用
の
も
の
と
な
す
べ
き
こ

と
を
論
ず
。
す
な
わ
ち
寺
領
を
収
め
て
は
、
親
王
公
卿
の
食
禄
を
増
し
、
併
せ
て
幕
府
お
よ
び
諸

侯
の
収
入
を
加
え
、
仏
像
仏
器
を
毀
ち
て
は
、
銃
砲
に
も
鋳
、
銭
貨
に
も
造
り
、
一
は
外
夷
の
防

御
に
も
備
え
、
一
は
民
間
の
潤
沢
と
な
す
べ
き
を
云
い
、
且
つ
親
王
公
卿
の
旧
祿
高
を
挙
げ
、
新

た
に
加
え
る
べ
き
祿
高
を
一
一
考
え
記
せ
り
、
中
巻
は
寺
院
並
び
に
梵
鐘
の
数
を
挙
げ
て
そ
の
処

分
の
方
を
録
す
、
下
巻
は
位
田
、
職
田
、
季
祿
、
食
封
等
を
再
興
す
べ
き
こ
と
を
論
じ
て
お
り
ま

す
。

　
大
極
と
は
太
極
と
同
じ
で
、
宇
宙
の
太
元
気
、
宇
宙
を
構
成
す
る
陰
陽
二
元
気
の
根
本
、
大

道
、
大
極
な
ど
を
意
味
し
て
お
り
ま
す
。
烈
公
の
製
造
し
た
大
砲
に
も
「
太
極
砲
」
と
命
名
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　
参
考
ま
で
に
申
し
ま
す
と
、
宋
の
周
敦
頤
『
太
極
図
説
』
で
は
天
地
万
物
の
本
源
を
太
極
と
い

ひ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
陰
陽
二
気
を
生
じ
、
二
気
が
分
か
れ
て
、
木
・
火
・
土
・
金
・
水
の
五
行
と

な
り
、
五
行
の
精
が
凝
合
し
て
人
類
を
生
ず
、
人
類
は
五
行
に
よ
っ
て
仁
・
義
・
礼
・
智
・
信
の

五
性
を
得
る
か
ら
、
万
物
の
霊
と
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
此
の
五
行
を
動
か
し
て
外
物
と
接
す
る

と
き
、
そ
の
行
事
に
善
悪
の
差
別
を
生
ず
る
か
ら
聖
人
は
中
正
仁
義
の
道
を
立
て
て
静
を
主
と

し
、
も
っ
て
正
に
復
帰
せ
し
め
る
と
説
い
て
お
り
ま
す
。

　
　
⑪
　
大
日
本
史
紀
伝
を
献
上

　
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
二
月
六
日
、
大
日
本
史
紀
伝
の
版
木
が
完
成
し
、
烈
公
自
ら
跋
文
を

撰
び
順
公
（
慶
篤
）
の
名
前
を
も
っ
て
朝
廷
に
献
上
い
た
し
ま
し
た
。

　
嘉
永
四
年
五
月
の
跋
文
に
よ
り
ま
す
と

右
大
日
本
史
二
百
四
十
三
巻
、
剞

始
め
て
成
る
、
而
し
て
志
表
則
ち
未
だ
備
は
ら
ざ
る
な

り
、
斉
昭
か
つ
て
謂
へ
ら
く
、
帝
大
友
実
に
天
位
を
践
め
り
、
而
し
て
後
世
能
く
知
る
こ
と



な
し
、
後
醍
醐
帝
の
南
狩
、
実
に
神
器
を
擁
せ
り
、
而
し
て
後
世
能
く
弁
明
す
る
こ
と
な

し
、
直
筆
有
ら
ざ
れ
ば
、
帝
大
友
終
に
万
古
に
銜
冤
し
、
後
醍
醐
帝
の
按
剣
の
憤
、
終
に
伸

び
る
を
獲
ず
、
云
々

と
あ
り
ま
し
て
、
大
日
本
史
の
三
大
特
筆
で
あ
り
ま
す
、
大
友
皇
子
を
帝
位
に
即
い
た
と
し
、
後

醍
醐
天
皇
を
正
統
と
し
た
こ
と
を
述
べ
て
お
り
ま
す
。
三
大
特
筆
で
は
、
そ
れ
に
神
功
皇
后
を
歴

代
天
皇
か
ら
除
い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
ま
す
こ
と
は
ご
承
知
の
通
り
で
あ
り
ま
す
。

　
同
五
月
二
十
九
日
、
鷹
司
関
白
よ
り
大
日
本
史
が
天
皇
に
献
上
せ
ら
れ
た
と
こ
ろ
叡
賞
浅
か
ら

ず
思
し
召
さ
れ
た
と
い
う
事
が
、
彰
考
館
の
記
録
に
あ
り
ま
す
。

閏
二
月
十
六
日
、
来
状
に
て
京
都
よ
り
之
文
通
、
左
の
通
り
御
進
献
御
滞
り
な
く
相
ひ
済
み

申
し
候
旨
申
し
来
る

大
日
本
史
今
度
御
刻
成
る
の
分
、
百
七
十
三
巻
都
合
五
箱
、
則
ち
昨
日
関
白
殿
御
参
内
御
伝

献
成
せ
ら
る
の
處
、
叡
賞
浅
か
ら
ず
御
沙
汰
の
事
に
候
、
仍
つ
て
此
の
段
仰
せ
入
ら
せ
ら
れ

候
事

　
　
　
二
月
晦
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
兵
部
大
輔
（
※
鷹
司
家
の
諸
大
夫
）

　
　
　
十
二
月
二
十
九
日
御
進
献

　
大
日
本
史
は
そ
れ
よ
り
以
前
、
嘉
永
二
年
に
紀
伝
の
彫
本
悉
く
完
成
し
、
そ
の
十
二
月
六
日
は

義
公
百
五
十
年
の
忌
日
に
当
た
る
日
を
選
ん
で
、
之
を
そ
の
廟
に
供
え
ま
し
た
。

　
　
⑫
　
地
球
儀
を
献
上

　
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
六
月
、
烈
公
は
上
表
し
て
地
球
儀
を
朝
廷
に
献
上
し
ま
し
た
。
そ
の

趣
旨
は
世
界
の
全
局
面
を
洞
察
し
て
、
わ
が
国
の
威
力
を
周
囲
の
国
々
に
発
揚
し
よ
う
と
願
っ
て

の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。
時
に
孝
明
天
皇
は
親
し
く
御
覧
に
な
り
、
深
く
之
を
嘉
賞
さ
れ
ま
し

た
。

　
や
が
て
慶
応
四
年
（
明
治
元
年
）
八
月
、
明
治
天
皇
の
御
即
位
の
大
典
を
挙
げ
ら
れ
る
に
あ
た

り
、
此
の
地
球
儀
を
以
て
其
の
礼
式
に
採
用
せ
ら
れ
た
り
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
間
の
事
情
は
、
子
爵
福
羽
美
静
の
次
の
談
話
で
明
ら
か
で
あ
り
ま
す
。

当
時
即
位
の
初
め
、
神
武
の
古
制
に
復
さ
せ
給
ふ
と
云
ふ
や
、
御
即
位
の
御
儀
式
を
如
何
す

べ
き
か
い
ま
だ
先
例
の
則
と
る
べ
き
な
く
、
朝
儀
頗
る
迷
ふ
所
あ
り
、
時
に
水
戸
藩
よ
り
始

め
て
地
球
儀
を
献
ず
る
、
大
サ
直
径
二
間
も
あ
る
べ
く
円
体
に
し
て
軸
を
南
北
極
よ
り
貫
き

世
界
の
各
国
、
其
の
表
面
に
羅
列
す
、
此
に
於
て
、
其
の
地
球
儀
を
御
即
位
式
の
壇
上
に
具

へ
地
球
儀
面
の
日
本
の
部
分
を
陛
下
の
御
前
に
向
け
奉
れ
ば
、
陛
下
は
左
右
の
御
脚
を
交
は

る
交
は
る
挙
げ
て
、
日
本
の
図
上
を
踏
ま
せ
給
ひ
、
此
の
如
く
し
て
全
帝
国
に
登
臨
ま
し
ま

し
た
る
御
即
位
の
大
礼
と
は
為
し
給
ひ
き



　
　
五
　
朝
廷
と
幕
府
へ
の
態
度

　
以
上
申
し
述
べ
て
き
ま
し
た
よ
う
に
、
義
公
と
烈
公
は
、
特
に
朝
廷
に
対
す
る
事
に
つ
い
て

は
、
崇
敬
と
謹
慎
の
態
度
を
も
っ
て
奉
仕
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
中
で
も
義
公
の
時
代
は
、
幕
府
へ
の
配
慮
か
ら
特
に
慎
重
を
期
し
て
行
動
し
た
こ
と
は
、
そ
の

事
跡
に
に
明
ら
か
で
あ
り
ま
す
。
烈
公
の
時
代
に
な
り
ま
す
と
、
朝
幕
関
係
は
あ
る
程
度
の
友
好

的
な
雰
囲
気
の
中
に
あ
り
ま
し
た
。
関
白
鷹
司
家
や
有
栖
川
宮
家
な
ど
と
の
姻
戚
関
係
を
背
景
と

し
て
、
幕
府
へ
の
配
慮
を
し
つ
つ
も
直
接
的
に
朝
廷
に
建
白
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
見
て
ま
い
り
ま
し
た
義
公
・
烈
公
の
数
々
の
事
跡
の
中
で
、
最
も
大
き
な
も
の
は
、

神
武
天
皇
御
陵
の
修
復
運
動
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
義
公
に
始
ま
り
、
烈
公
が
継
承
し
、
幕
府
の

理
解
が
得
ら
れ
な
い
ま
ま
に
、
未
然
に
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
そ
の
中
で
神
武
天
皇
建
国

の
事
業
に
対
す
る
理
解
が
広
ま
り
、
遂
に
は
幕
末
維
新
の
王
政
復
古
の
大
号
令
と
な
っ
て
い
っ
た

の
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
ら
の
原
動
力
に
な
っ
た
の
は
、
水
戸
家
代
々
に
継
承
さ
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
、
朝
廷
と
幕

府
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
家
訓
と
態
度
で
あ
り
ま
す
。

①
　
義
公
の
態
度
　
「
我
が
主
君
は
天
子
也
、
今
将
軍
は
我
が
宗
室
也
。
（
宗
室
と
は
親
類
頭

也
）
」
（
桃
源
遺
事
）

②
　
烈
公
の
態
度
　
「
天
朝
を
尊
び
幕
府
を
敬
ひ
、
正
歳
、
闕
を
拝
し
営
に
詣
る
等
の
諸
礼
儀

の
如
き
は
、
尽
く
義
公
の
家
訓
に
遵
ふ
。
・
・
幕
府
に
建
議
す
る
と
き
は
必
ず
親
か
ら
草
を

起
こ
し
疎
を
作
り
之
を
老
中
に
投
ず
。
」
（
烈
公
行
実
）

　
　
「
天
朝
は
君
、
公
辺
は
宗
家
に
て
親
類
に
比
し
候
へ
ば
」
（
慶
篤
公
へ
の
意
見
書
）

③
　
慶
喜
公
の
態
度
「
我
等
は
た
と
え
幕
府
に
反
く
と
も
、
朝
廷
に
向
か
い
て
弓
引
く
こ
と
あ

る
べ
か
ら
ず
」
（
昔
夢
会
筆
記
）

　
一
つ
の
精
神
を
も
っ
て
歴
史
を
貫
く
こ
と
、
歴
史
の
研
究
に
よ
り
確
立
し
た
わ
が
国
の
国
体
に

対
す
る
自
覚
と
自
信
に
裏
付
け
ら
れ
た
、
大
義
に
基
づ
く
覚
悟
の
あ
り
方
が
、
家
の
方
針
を
決
定

し
、
子
孫
の
大
局
に
立
っ
て
判
断
に
、
誤
り
な
か
ら
し
め
た
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
と
思
い
ま

す
。

　
以
上
で
第
五
回
の
水
戸
学
講
座
を
終
わ
り
ま
す
。
ご
静
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
平
成
十
二
年
十
二
月
三
日
講
座
）

（
明
秀
学
園
日
立
高
校
長
）
　
　
　


